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崎 山 　 理*

Genetic Relationships between Austronesian and Japanese

Osamu Sakiyama

　 本論 は,筆 者が手掛けて きたオ ース トロネシア語比較言語学のわ くを,日 本

語の系統論 に まで拡大 しよ うとす るものであ る。 日本語の系統は,現 在 も,南

イ ソ ドあた りまでル ーツを求めにゆ くな ど,け っして安定 した研究期にはい っ

た とは言えない側面があ る。筆 者は,こ の よ うな異常な状況を生み出 して きた

のは,縄 文 時代 以降,日 本語が形 成 され るに さい して経 過 した長い歴 史,ま た

それ と関連す るが,日 本列島に居住 していた異な る民族 間で発生 した言語混 合

に よる結果 である ととらえ,す でに幾本かの論 文を発表 して きた。 さいわい,

昨秋,日 本言語学 会における シソポ ジウムで,こ れまでの論拠 を集大成す る機

会 が与 え られ たのを機 に,会 の限 られた時間内で十分報 告で きなか った こと,

またそ のときのコメン トに も答え る形で,本 論 を仕上げ ている。

   It is becoming evident that "mixed  languages," such as Medniy 

Aleut (Russia) , Maisin (Papua New Guinea) , or Michif (Canada) , do 

exist. Japanese may have arisen as such a mixed language, combining 
Tungusic and Austronesian elements. 

   It is believed that Ancient Japanese (AJ) introduced a pitch accent 

and long vowels as compensation for the loss of an Austronesian 

syllable. Some evidence comes from roots where Austronesian has two 

syllables, of which Group 1 in AJ preserves the penult (ex. PMP *tangan 
'hand' > AJ *taa > *ta -i (determinative) > Kyoto dialect tee) and 

Group 2 the final (ex. PMP *apuy 'fire' > AJ *poi > Kyoto d. hii) . 

Accent is irrelevant in words in Group 3, which are estimated to have an 

even tone in PAN (ex. PWMP *esung 'mortar' > AJ usu > Kyoto d. 
usu).
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   Next I refer to the AJ pronoun system reconstructed from Old 

(Nara period) Japanese (OJ) data, on the left: 

 SingularPluralSingular Plural 

 I *a, (*na)  I we *mai < *a, (*ya) *mey 

 you *na, (*i) I you —< (* (k) u) (* (k) wa) 
  he/she/it *i, *i-e I they *si, *se < *i, *e, *na *si, *se 

   The right hand column indicates Proto-Central-Eastern Malayo-

Polynesian forms reconstructed by A. Cape11 (1969, 1976) and revised 

by myself. 

   There is also important syntactic evidence. In most CEMP lan-

guages, pronominal affixes usually occur in a verb complex in what I call 
a rigid "affix order," i.e., the verb itself may take prefixes and suffixes 

that are grammatically fixed. In OJ also we find traces of similar 

affixation: 

   Kena-no waku-go i pue-puki-noboru. (Nihon-Shoki, vol. 17) 
   "A 

young prince of Kena, HE (= i, III sg.) is going up (a river) 
   blowing a flute." 

TOsi-no-pa ni, ayu si pasira-ba, (Man'yo-Shu, vol. 19) 
   "Every year when ayu fishes, THEY (=si, III pl.) run," 

   I cannot agree with the view that *-i can be explained more suc-

cessfully through 'Altaic.' OJ as well as Austronesian i have a locative 
function, which the Altaic suffix never does.

1言 語混合と混合語

2　音韻変化と音韻対応

3接 頭辞の起源

4　人称代名詞 の体系

5　 おわ りに

1言 語混合 と混合語

　複数の言語が接触 し,接 触したそれぞれの言語の文法部分に変化が現われることも

あれば,そ れぞれの言語の文法部分が提供 されて,新 たな一つの言語が生みだされる

こともある。後者は混合語と呼ばれ,ピ ジンあるいは クリオール(母 語 となった ピジ

46b



崎山 オース トロネ シア語族 と日本語の系統 関係

ン)は そ の一 つ の タイ プ で あ る。 混 合 の た め文 法 の どの部 分 が 提 供 され るか とい う こ

とは,接 触 した各 言 語 ご とに異 な るが,あ らゆ る部 分 か らの供 出が 起 こ る こ とが 明 ら

か に され て い る(ThomasonandKaufmanl988)。 また,接 触 す る言 語 の 特 徴 に よ っ

て ピ ジ ン化 や 混 合 の仕 方 もか な らず しも一様 で は な い(Sebba1997:264-269)。

ピ ジ ンは 言 語 混 合 の一 つ の あ り方 で,言 語 混 合 と同義 で論 じるべ きで な い(Holm

2000:11)。 ピジ ンに は 横 浜 ピジ ンの よ うな一 世 代 的(片 言 的)な 形 態 か らオ セ ア ニ

ア の メ ラネ シア ・ピジ ン(TokPisin,Bislama,SolomonPijin)の よ うに約3百 万 人

に よ って使 用 され る国 家 語 まで さ ま ざ まで あ る。 も との言 語 の 話 し手 に と って ピジ ン

化 した新 しい言 語 は,彼 らの 言 語 が 単純 化 した(舌 足 らず の)よ うに 聞 こ>xる 。 ピジ

ソは も との言 語 の非 体 系 的 部 分 の 合理 化 を行 な っ て い る場 合 も少 な くな い。 しか し,

ピ ジ ンは表 現 可 能 な 内 容 が 限 定 され た不 完 全 な言 語 だ と信 じて い る人 が言 語 学 者 を 含

め後 を絶 た ない 。 従 来,比 較 言語 学 で は一 つ の言 語 に お け る歴 史 的 な混 合 とい う現 象

を原 則 と して 認 め な い 。 混 合 言語 を認 め る こ とは,比 較 言 語 学 の依 って立 つ 「語 族 」

とい う概 念 の 成 立 基 盤 を 揺 るが しかね な い危 険 思 想 で もあ るか らで あ る。した が って,

混 合 の事 実 は 認 め る と して も 「混 合 は ピジ ン英 語 や 隠 語 に み られ る程 度 」 とい う偏 見

を もち,「 混 合 語 」 の成 立 が安 易 に うん ぬ ん され る のが 残 念 で あ る,な ど と公 言 した

言 語 学 者 す らい る(服 部1967:10)。

言 語 混 合 を 認 め な い立 場 か ら,最 近 もR.A.Miller(1991),A.Vovin(1994)ら ア

ル タイ 語 学 者 に よ る 日本語 に お け るAN系 統 批 判 説 は 予 断 に 満 ち た論 で あ る。 従 来,

「南 方 」 の 言 語 との系 統 論 は あ る特 定 の現 代 語(通 常,マ レー語,ポ リネ シ ア語!?)

だ け を 取 り上 げ て の荒 い論 で あ る こ とが 多 か った 。 そ れ は,あ たか も 『ア イ ソーボ ス

寓 話 』 の 「葡 萄 は お お い に酸 い」 の ご と くで あ る。

近 年,混 合 語 と して有 名 に な った のはMednyjAleut(CopperIslandAleut)で,19

世 紀 初 めRussianと の言 語 接 触 の 結

果,Aleutの 人 称 ・時制 接 尾 辞 がRus-

sianの 動 詞 活 用 語 尾 と置 き換 わ る と

い う事 態 が 起 こ っ た。 しか し,Aleut

の そ れ 以 外 の 文 法 部 分 は 変 化 しな

か った 。MednyjAleutの 場 合 は,言

語 混 合 の 可 能 性 を 探 る た め の,い わ

ば 実 験 で あ った とい わ れ る が,ま さ

に 言 語 の混 合 が実 現 した の であ る。

表1

起源

要素

SriLankaMalay

Tamil Ma藍ay

語 彙

代名詞

小 辞

語 順

修 飾

少 ない

後置詞,接 尾辞

SOV

修飾語一被修飾

語

多い

すべて

接頭辞

被修飾語一修飾

語
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こ の ほ か に も,パ プ ア ニ ュ ー ギ ニ ア のMaisin,カ ナ ダ ・ア メ リカ に ま た が る

Michifが 報 告 され て い る 。17世 紀 半 ぽ に ス リラ ン カ に移 住 させ られ,現 在,約5万

人 の話 者 が い るSriLankaCreoleMalay(SCM)も 混 合 語 で あ る。 そ の 混 合 性 の重

要 な証 拠 と して,SOVに な った に もか か わ らず,接 頭 辞 が 存 在 す る とい う事 実 を 指

摘 す る こ とが で き る。 表1にAdelaar(1991)か らそ の 特徴 を ま とめ る1)0

最 初 に,SCMとMalay(Mly.)の 例 文 を 示 す 。

Sese-pe-bini-kaduitnya-kasi.

「私 私 一の 一妻 一に お 金 過 去 一あ げ る 」

Sayasuda(h}kasi(h)duitkabinisaya.

「私 完 了 あ げ る お 金 に 妻 私 」

1)語 順 がSOVと な った の は ス リ ラ ンカのTamil,Sinhaleseの 影 響 を受 け た た め

で あ るが,言 語 的 素 材 の ほ とん どはMly.を 引 き継 い で い る。 この例 か ら もわ か る よ

うに,言 語 混 合 は 先 住 民 に 匹 敵 す る量 の外 来 者 が な い と不 可 能(小 泉1998:216)と

か,文 法 と単 語 が 別 の 系 統 か ら来 る の は 難 しい(小 泉2000:11)な ど と い うの は 偏

見 にす ぎな い2)0

2)SOV化 に よる後 置 詞 の発 生 が,Mly.の 前 置 詞 か ら行 な わ れ て い る。Mly.触

>SCM-ka「 に,で 」,Mly.dangan>SCM-de/dang「 と」,Mly.dalam>SCM

(Pe)dalaug「 で,の(pe)な か で」。

3)Mal.の 接 頭 辞 は,そ の機 能 を 弱 め て い るが,Mly.κ}>SCMka-,例:Mly.

ka-dua>SCMka-dua「 第二 」,Mly.κ 告>SCMku-,例:ka-te〃zu>ku-tumu「 会

う」,Mly.par->SCMpu-,例:pa(r)-karja-an>pu-kurjan「 仕事 」,Mly.bar->

SCMbu-,例:bar-tariak>bu-trak「 叫 ぶ 」,Mly.tar->SCMtu-,例:?,の よ う

なMly.本 来 の接 頭 辞 の ほ か,SCMを 形 成 した イ ン ドネ シ アの地 方 語 か らnya(「 本

当 に 」,Sundanese?)>nya-「 過 去 」 の よ うな例 も,わ ず か に 見 られ る。

4)Mly.の 接尾 辞 は,-akan>SCM-king,例:marah>mara「 怒 った」/mara-

king「 悩 ます 」,Mly.-an>SCM-an,例:pukul>pukin「 打 つ 」/pukul-an「 打 撃 」

が い まな お 生 産 的 で あ る。

5)連 体 修 飾 には 両 者 がみ とめ られ るが,被 修 飾 一修 飾 は 成 句 的 に な った表 現 が 多

く,修 飾一被 修 飾 が よ り生 産 的 で あ る。 例:tangangkiri「 手 一右 」:pampohong「 ヤ

シー木 」。 しか し,助 動 詞,否 定 辞,禁 止 辞 は 動 詞 の前 に 置 か れ,SOVの 類 型 論 か ら
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す れ ば 変 則 性 が 残 る。SCMが 今後 どの よ うに 変 容 す るの か,言 語 動 態 論 的 に 興 味 深

い 。

2　音韻変化 と音韻対応

　 比 較 言 語 学 お よ び 考 古 学 の 成 果 を 総 合 した 結 果,現 在,オ ー ス トロ ネ シア 語 族

(AN)の 下位 区分 は,次 の よ うに行 なわ れ る。　ANは まずFormosan(Fo)とExtra-

Formosanと に 別 れ る。 そ の 最 初 の 分 岐 は 紀 元 前4千 年 か ら3千 年 の 間 に 台 湾 で起

こ った。 これ は 日本 の縄 文 時 代 中 期 に 相 当 す る。 台 湾 を去 ったExtra-Formosanが,

現 在,Malayo-Polynesian(MP)と 呼 ぼ れ る。 さ ら に紀 元 前2千 年 以 前 に,　MPは

Western　 Malayo-Polynesian(WMP)とCentral-Eastern　 Malayo-Polynesian(CEMP)

とに別 れ,後 者 か らCentral　 Malayo-Polynesian(CMP),South　 Halmahera-West　 New

Guinea(SHWNG)とOceanic(Oc)が 生 れ た(Bellwood　 1997:100-106;Lynch

1998:47)。CMPとSHWNGはOcと も共 通 した特 徴 を保 持 す る一方,イ リア ソジ ャ

ヤ,イ ン ドネ シ ア西 部 に 先 住 した パ プア諸 語 か ら も多 くの言 語 干 渉 を うけ て形 成 され

た と考>xら れ る。

　 な お,本 稿 でのPAN(PMP,　 PWMP,　 POc)の 再 構 形 はWurm　 and　Wilson(1975),

Blust(':!:・)に よ る。 また 『万 葉 集 』(巻:歌 番 号),『 古 事 記 』,『 日本 書 紀 』 の

引 用 は 日本 古 典 文 学 体 系 本(岩 波 書店)に よる。

　 原 オ ース トロネ シ ア語(PAN)の 語 末 子音 は 古 代 日本 語(AnJp)で 原 則 的 に脱 落

し開 音 節 化 す る。 この 傾 向 は オ ース トロネ シ ア語 族(AN)の 周 縁 部,西 のMadagas-

car(Mdg.),東 のCMP,　 SHWNG,　 Oc(Polynesianで は 徹 底 して)に 現 わ れ る音韻 現

象 で あ る。 そ して 北 の 日本 列 島 に達 したANに も 同 じ音 韻 的 傾 向 が現 わ れ た と して

当然 で あ る。 例 え ば,PANの 子 音 終 りの*tangis/*maN-tangis(前 鼻 音 化 形)「 泣 く」

は,Mly.　 tangis/〃za-Hangis,　 Tagalog　 tangis/〃aa-nangisと 変 化 す る が,　 Mdg.　 tanfi,

Fijian　tangi,　Samoan　 tangiな どで は語 末 子 音 を失 い,　AnJp　 nanga-/naga一 に もそれ を

反 映 して い る。ただ し,Mdg.で 開 音節 化 は母 音 を付 加 す る こ とに よ って も行 なわ れ,

PWMP*lesung/*esung「 臼 」(>Mly,　 lasung,　Tagalog　 lusong)はlauv-aと な り,

AnJpでusuへ と変 化す る。

　 な お,PANは4母 音*Q,*1,*u,*e(=/a/)か らな り(POcは*a,*i,*u,*o【<

PAN*e,*aw】,*e[=/e/<PAN*ay】 の5母 音),こ の傾 向 は琉 球 諸 方 言 で 現在 も維

持 され て い るが,AnJpか らOIJpに か け 行 な わ れ た 母 音 体 系 の 再 編 成 は,混 合 特 徴
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を考 慮 しな け れ ば 説 明 で きな い。 日本 語 が高 低 ア クセ ン トを もつ こ とは,日 本 語 の源

流 を考 え る うえ で も重 要 で あ る。ANは 語 根 が 複 音 節 か ら な る の が 原 則 で あ るが,

PANに お け る ア クセ ン ト体 系 はFoと フ ィ リピ ン諸 語 の 比較 か ら も明 らか に され て

い な い(Zorc　 1993)。 ア ジ ア大 陸 の,い ず れ も単 音 節 言 語 で,　PAN語 根 の 末 尾 音 節

はProto-Kam-Thai(SiC),末 尾 第 二 音 節 はProto-Mon-Khmerで よ く保 存 され て い る

と指 摘 され る こ と も(Matthews　 1996:65),　 PANの ア クセ ソ トに 体 系 性 が な か った

こ との 証 左 で あ る。

　 ANの 語 根 を 日本 語 で は単 音 節 で継 承 して い る例 が あ る。 しか し,短 縮 した 代 わ り

に 高 低 ア ク セ ソ トや 長 母 音 が 発 生 し た 。 こ れ らは 「代 償 的 延 長 」(compensatory

lengthening)あ る い は 「声 調 発 生 」(tonogenesis)と 呼 ぼ れ る現 象 に属 す る。 す な わ

ち,PANの ア クセ ン トを 末 尾 第二 音 節 に もつ 語(1群)と 末 尾 音 節 に もつ語(2群)

とが 区 別 され,そ れ ぞれ ア クセ ン トの あ る音節 が独 立 形 と して残 る。3群 は 平 板 調 の

非弁 別 的 ア クセ ン トで あ る3)0(別 表 参 照)

　 1群 は 京 都 方 言 で は,ナ ア 「名 」,ハ ア 「歯 」,2群 は ヒイ 「火 」,イ イ 「亥 」 の よ

うに 長母 音 とな る。 しか し,も との 単音 節 要 素 は ナーマエ 「名 前 」,ハ ークキ 「歯 茎 」,

ヒーハ チ 「火 鉢 」,イ ーノーシ シ 「猪 」 の よ うな複 合 語 の なか で保 た れ て い る。 京都 方 言

の テ エ 「手 」,メ エ 「目」 とい う形 は,そ れ ぞ れ,*ta-1,*ma-1と い う二 次 的 な合 成 語

に 由来 す るが,単 音 節 要 素 は,タ ーナーコ コ ロ 「手 の心,掌 」,マ ーナーコ 「目の子,眼 」

の よ うに複 合 語 の な か で保 たれ て い る。 この 一*1は,後 述 す る(36)i))ANの 接 尾

辞 一*1と考 え られ る。 また この 一*1は,上 代 日本 語(OIJp)の,い わ ゆ る乙類 母 音 の

発 生 と も深 く関 わ っ て い る(阪 倉1990:296)。3群 の ウモ/イ モ 「芋 」,ウ ス 「臼 」

はPANの 各 音 節 の 要 素 を維 持 す る。 この よ うな複 音 節 の 単 音 節 化 に よる音 韻 的 代 償

の結 果,声 調 が,西 暦10世 紀 以 降,中 国 ・海 南 島に 移 住 した イ ン ドネ シア半 島 占城 国

の オ ー ス ト ロネ シ ア 語 族 チ ャ ム 人 の後 喬,回 族 の 回 輝 語(WMP,　 Hui-hui　 Hua=

Utsat(!?),正 し くは,自 称:Ull　 Tsaan21「 占人 」,言 語 名:Poi24　 Tsaan21「 占 語 」)で

も発 生 して い るの は 注 目す べ き現 象 で あ る6)0

　 3接 頭 辞 の 起 源

　ANは 体系的な接辞法をもつ ことで特徴づけられる。ことに接頭辞の発達は著しく,

接尾辞,接 中辞がそれに継 ぐ。次にPANの 単一・接辞体系が諸言語でどのように継承

されているかを示す。ただ し,例 示した言語のいずれにも存在 しない接辞については,
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別表 　音節縮約 と高低 アクセ ソ トの発生

　 原 オ ー ス トロネ シ ア語

(PMP,　 PWMP,　 POcを 含 む)

　 チ ャ ム語

(ヴ ィ ェ トナ ム)

回輝語
(海南島)

古代日本語
　平安末期
『類聚名義抄』

現代語(京 都方言)4)

1群

,

一
*tangan「 手 」MP 　 　 ,

tangro ngaan33
*taa>*ta-i 一

ア エ ター/テ エ　 　 　 ー 「手」
*mata　 r目 」MP

muta ta33
*maa>*ma -i メ エ マ ー/メ エ 「目」一

*(ng)ajan　 r名 」AN angan nanss
*ngaa>*naa 一 ナア ナー/ナ ア 「名」一 一

*baRang「 臼歯 」WMP 一 *baa ハ ア バ ー/ハ ア 「歯」一
*【d/D)angaw「 小 屋 」WMP 『 一 *daa ヤア ヤー/ヤ ア 「屋」(首 里方言)
*kaen「 食 べ る 」AN

} 一 *kaa>*ka -i ケ エ 　 「(御)食 」
*pakan「 緯 糸 」WMP 一 *paa>*pa -i ヘ エ ヘ エ 「綜」

2群 一
*apuy　 r火 」MP

apuy puiss
*pai ヒイ ホー/ヒ イ 「火」一

*babuy「 猪 」WMP
pabuy phui"

*bui>*wai ヰイ イイ 「亥」一 一
*huw[a/e】y　 r籐 」MP

huay vaai233
*wai ヰイ イイ 「藺」

*kamey/*may「 我 われ 」AN/Oc
kami mi33

*mai ミイ ミイ 「身」一
*tuwak「 ヤ シ酒 」WMP 　 *waa

(ミ)ワ
一 「神一酒」　

*lumut「 藻 」MP 一 『 *moo モオ モオ 「藻」
*m -inum「 飲 む 」MP mirnyum (hui35) *noma一 マノ　ミ マノ　ミー 「飲み」

3群 一
*(q)umbi「 芋 」MP habei phai"

*umo/*imo
イ モ イ モ 「芋」一

*【le/e】sung「 臼 」WMP latkung sung33
*usu

ウス ウ ス 「臼」皿
*kahiw「 木 」MP

kayow ?iuss
*kui>*kai キイ コー/キ イ 「木」一

*kapis「 貝(マ ドガ イ科)」WMP
} 一 *kapi

カ ヒ　 　 　 ー カイ　 　 　 ー 「貝」
*birbir「 縁 」WMP

} 一 *bir-u
(ク チ)ヒ ル (ク チ)ビ ル 「唇」一 一

*pangi1「 足 首 」WMP 一 … *pagi ハ ギ/ハ ギ ハギ 「脛」一
*sinaR/*silak「 光 」MP/WMP 一 一 *sira-/siro シ ラ/シ ロ シ ラーム/シR一 イ 「白」5)一 一
*kelap「 闇 」WMP 一 一 *kura -/*kura-i/*kuro ク ラ/ク レ/ク ロ クラーイ/ク レ/ク ローイ 「暗/黒/暮 」一 一 一
*awang「 空 」MP 一 一 *awa/awo ア ワ/ア ヲ ア ワーイ/ア オーイ 「淡/青 」一
*a(ng)kat　 r昇 る」MP 一 一 *aka/*aka -i/*aga一 ア カ/ア ケ/ア ガ ア カーイ/ア ケ/ア ガーリ 「赤/明 け ・朱/上 り」
*tipis/*nipis「 薄 い 」WMP lipih piss

*tipi一 チヒ(サ)
一
チ イーサ イ 「小」一

*(q)isep「 吸 う」WMP 一 一 *supa一 ス ヒ ス イ 「吸い」一
*maN-dakep　 r抱 く」WMP 一 一 *man-daka一 ムダキ ダ キー 「抱 き」一
*maN-tangis「 泣 く」AN … 一 *naga一 ナキ ナ キー 「泣 き」

一 一
*suwan「 掘 り棒 」WMP 一 } *suwa-i/*uwa-i ス ヱ/ウ ヱ ス エ/ウ エ 「据 え/植 え」
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省 略す る。Fo,　 WMP(Mdg.を 含 む)は も っ と も洗 練 され た 接 辞 法 を もち,複 合接 辞

(bifix)や 共 接 辞(confixあ る いはcircumfix)も 発 生 させ て い る。 またPANに 還 元

で きな い形 も多 く見 られ る。ANは 東 に 向か うに した が い,接 辞 の保 持 数 が 減 少 す る。

この 点 でAnJp,　 OIJpは 東 部 イ ソ ドネ シ アか らオ セ ア ニ ア にか け て の 諸 言 語 と同 じ傾

向 を 維 持 す る。01Jpの 文 法 で は これ ら接 頭 辞 を文 法 的 に 定 義 す る こ とを放 棄 し,強

調 を表 わ す とか,語 調 を 整 え る とい った説 明 に終 始 す る。 しか し,起 源 か らそ の よ う

な状 態 で あ った と考 え なけ れ ぽ な らな い 言語 学 的理 由 は な い し,ま た これ らの 言語 間

で対 応 す る接 頭 辞 を,単 に無 意 味 な 「音添 加 」 とみ なす こ とは 背 理 的 で す らあ る7も

　 次 の 表2の な か でOIJpと 接 辞 配 列 が も っ と も 似 た ソ ロ モ ソ 諸 島 の 言 語

(Nggela=Ngl.)とOIJpと を 比 較 す る8)0な お,　PANの 接 辞 の 記 述 は,基 本 的 に 崎

山(1974:251-305)に よる。OIJpに お け る接 頭 辞 と複 合 語 前 項 とを区 別 す る基 準 は

か な らず し も明瞭 で な いが,阪 倉 篤 義 がOlJpに おけ る マ,サ,カ,タ,イ な どは接

表2

Formosan
(Fo)

Malay  Tagalog
(W M P)

Alune
(CMP)

Solomon Is.
(=Nggela,

Polynesian
(= Samoan)

OlJp

(+Yami) (+Old M.) Bugotu, Lau) (+AnJp)

* ^ ^ ^ EM ^
m^

NM
a-

*maN - (:) ^
^

NM
^ (r.) (")

*maR - (=i)
IIMI
^

* ^

p^
^

a-

*paN - (C) ^
^ IME (=) (.)

*paR- NM
^

^
MI

*ta - ^
^

^
^

NM
^

^
NM

*taR - MIll
^

*baR - ^

*mi - ^
INN

*pi - ^
^

*ka - MN
^

^
NM

^
^

^
^

MN

*i- ^ ^ MI M
NM
^ ^

* ^ ^ ^ ^ ^ MI
sa-

*• ^ ^ ^ ^ ^ NMI-1
^ ^ MN ^ ^

*- (a) ken ^
^

MN
^

* INN IM ^-an
^ ^

* MI-en
^

* -a EMI
^ (=)

*-in- (=)
^
IIIMI

* -um- ("Z)
^
NMI

472



崎山　　オース トロネシア語族と日本語の系統関係

頭 辞 と して 注 目に 値 す る(阪 倉1990:302)と 述 べ て い る 点 が,こ の配 列 を理 解 す る

うえ で重 要 で あ る。

　 1)*ma-(性 質,状 態)>Ngl.　 rosi「 裂 く」/〃2a-rosi「 裂 け た 」,　mbita「 圧 す る」

/ma-〃abita「 つ ぶれ た」:OIJpマ 垣,マ 白 し,マ さや か,マ 屡,マ ほ ら/ほ ろ(全 き)

/*ma-*bula-〈PAN*bulat「 丸 い 」9),

　 「お きて い か ば 妹 ぽ マ か な し」(『万 葉 集 』14:3567)。

　 2)『 ρα一(使役)>Ngl.〃zate「 死 」/va-〃Zate「 殺 す 」,　rongo「 聞 こえ る」/VQ-rongo

「聞 く」:01Jpハ さみ(挟)〈PMP*se〃tpit「 狭 い」/せ ま(挟),ハ ふ ら(放,祝)

/ふ ら(振),ハ が す(剥)/*paN-*kas-〈PAN*kaskas「 引 っ掻 く」,ハ ばか 一(琿)

/*paN-*baka〈PMP*baka「 矛 盾 した 」。

　 3)*ta-(偶 発 性,無 意 図 的,完 了)>Ngl.　 mboha「 壊 す 」/ta-mboha「 壊 れ た 」,

mindi「 砕 く」/ta-〃lindi「砕 け た 」:OlJpタ 平,タ 走 る,タ 遠 し,タ 繁,タ 容 易 し,

　 「春 霞 タな び く山 を君 が越 え い なば 」(『万 葉 集 』9:1771)。

　 4)*ka-(被 災 的,受 動)Ngl.　 Luba「 ほ ど く」/ka-Luba「 とか れ た 」,　ndiku「 よけ

る」/ka-ndiku「 消 え た 」:OlJp力 寄 る,力 黒 し,力 細 し,力 擦 る,カ た む/回 む 。

　 5)*SQ-(類 似概 念 の派 生)>Ngl.ρ ρo「あ ふ れ る」/SQ一ρρo「水 を流 す 」,　uusi「早

く動 か す 」/S�黏usi「懸 命 に 漕 ぐ」:OIJpサ 衣,サ 曇 る,サ 遠 し。

　 6)*'に つ い て 原 オセ ア ニ ア語(POc)の*'とOIJpの イ との 間 に は意 味 的 集 約

性 と機 能 的 分 化 に お い て 明瞭 な並 行 性 が 認 め られ る。 ソ ロモ ン諸 語 全 般 に 共 通 の機 能

が 見 出せ るが,以 下 はBugotu(Bgt.)に よ って示 す 。

　 　 a)人 称 冠 詞 　 代 名 詞 の強 調 形Bgt.　 i-goe(II　 SG),IZ-Q(III　 SG),　 i-gita(I　PL,

　 　 　 incl.),i-ga〃11(I　PL,　excl.),i-gamu(II　 PL),Il-ra(III　 PL):OIJp人 称 代 名詞

　 　 　 　 (二 人称 ・卑 下 的),

　 　 　 　 　 「イ が 作 り仕 へ 奉 れ る大 殿 の 内に は 意 礼 先 づ 入 りて其 の仕 へ 奉 らむ とす る

　 　 　 状 を 明 か し白せ 」(『古 事 記 』 中 ・神 武)。

　 　 b)主 格PCEMP*1-(三 人 称 単 数)と して の前 方 照 応 的(anaphoric)用 法 に つ い

　 　 　 て は 後 述 す る:OlJp主 語 の体 言,体 言 相 当 格 に 付 く(副 助 詞)。

　 　 　 　 　 「毛 野 の若 子 イ笛 吹 き上 る」(『 日本 書紀 』 継 体)。

　 　 c)処 格Bgt.　 i　taba「 海 岸 に 」:OIJp場 所 。

　 　 　 　 　 「此 の国 土 イ経 を弘 む る に頼 る 故 に安 穏 豊 楽 に して 違 脳 無 か ら しむ 」(『金

　 　 　 光 明 最 勝 王経 』 平 安 初 期 訓 点)。
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　 　 d)属 格Bgt.　 dathe　I　botho「 子供 一の一ブ タ=子 ブ タ」:OIJp連 体 修 飾 語 に付 く

　 　 　 　 (間投 助 詞 ・限 定助 詞)。

　 　 　 　 　 「玉 の 緒 の 絶 え じイ妹 と結 び て し言 は 果 さず 」(『万葉 集 』3:481)。

　 　 e)具 格Bgt.　 i-dathe「 木 の実 を つ ぶ す 石杵 」,1-tina「 そ の た め の石 臼」:OIJp語

　 　 　 調 を整 え る(接 頭 語)。 イ か り(碇)/か 一か り(掛),イ(斎)杭,イ 垣 。

　 　 f)地 名 の接 頭 辞 　 ソ ロモ ン諸 島地 名1-njo,1-tina,1-riri:01Jpイ ー岐 佐(生 佐,

　 　 　 佐 賀),イ ー朽(生 田,兵 庫),イ ー沢(石 和,山 梨)等(楠 原 他1981)。

　 　 　 　 イ(=i)を もつ 地 名 が と くに 集 中 す るの は 鹿 児 島,沖 縄 で,さ らに 台湾 蘭

　 　 　 懊 か ら フ ィ リ ピ ン,マ リア ナ諸 島 を経 て ソ ロモ ン諸 島,ヴ ァ ヌア ツに い た る

　 　 　 (Tryon　 and　G駘y　 l979,崎 山1993)。

　 　 g)場 所 ・時 間 の接 頭 辞Bgt.1-vei/vei「 ど こに」,'-ngiha/ngiha「 い つ」:OIJpイ

　 　 　 つ く/ど こ:動 詞 に付 い て語 調 を整 え る(接 頭 語)。 イ 行 く,イ 抱 く,イ 出 す,

　 　 　 イ ます,イ 懸 る,イ 副 う,イ 継 ぐ,イ 向 う。

　 　 h)方 向 　 こ の 用 法 は,現 在,生 産 的 で は な い が,Bgt.　 sele「 ナ イ フ で 切 る

　 　 　 　 (Fijianの 借 用 語)」/1-sile「 入 れ 墨 を す る」,　NgL〃tboro「 底 」/1-tuboro「 て

　 　 　 　 こを 入れ る」に そ の 痕 跡 が 認 め られ る:OIJp動 詞 に付 い て 語 調 を整 え る(接

　 　 　 　頭 語)。 イ の り 「祈 」/の り一と 「祝 詞 」,イ 行 く,イ 抱 く,イ 出す,イ ます,

　 　 　 　イ 副 う。

　 　 　 　 このh)で は,動 作 のお よぶ 場 所 ない し対 象 が,*'一=イ に よ って指 示 され

　 　 　 　て い る。

　 　 i)限 定 詞10)ヴ ァヌ ア ツ諸 語(Oc)に 残 る が,ソ ロモ ン諸 語 で は 属 格 と して定

　 　 　 着 した 。AnJpで 部 分 を 表 わ す 語 に*ta-'〉 テ エ/テ 「手 」,*ma-1>メ エ/メ

　 　 　 　 「目」の よ うな派 生 語 を作 った ほ か,OIJpにama「 天 」/*ama-i>ア メ「雨 」,

　 　 　 taka-「 高 」/*taka-1>タ ケ 「岳(高 山),丈(身 長)」,　mura「 村 」/*mura-i

　 　 　 >ム レ 「叢,群 れ(村 人)」 の よ うな語 家 族 を 残 す 。

　 　 j)後 置 冠 詞　 ソ ロモ ン諸 語 で は 報 告 され な い がBiak(SHWNG,イ リア ンジ ャ

　 　 　 ヤ)な どの周 辺 に残 存 す る用 法 で,

　 　 　 　 　 「み つ み つ し久 米 の 子 らが 頭 椎 イ石 椎 イ もち撃 ち て し止 まむ 」(『古 事 記 』

　 　 　 中 ・神武)

の 用 例 に 類 似 す る。 な お,イ をAN起 源 とは 気 付 い て い な い が,安 本 美 典 に 関 連 す

る考 察(安 本1998)が あ る。
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　 OIJpの イ の 本 来 の機 能 が 主 格 助 詞 で な か った こ とは,以 上 に 示 した 多 機 能 か ら も

明 らか で あ る。不 変 化 詞 イ は,対 象 とな る 人 ・物 や,そ れ が 置 か れ る,現 わ れ る,あ る

い は行 なわ れ る位 置 や場 所 を指 示 す る機 能 を も って いた 。 この語 源 とな ったPAN*i-,

*-iは ,PANの 独 立 的 小 辞*1と 無 関 係 で は な い。そ の す べ て に共 通 す る のは,場 所 ・

対 象 指 示(代 名 詞 的)機 能 で あ る。 これ まで イ に対 し,Korean(Kor.)の 主 格 語 尾 一1

(ただ し子 音 終 わ り語 幹 に しか 付 か な い)と の系 統 的 関 係 が 示 唆 され て きた が,イ の

主 格 助 詞 と して の機 能 に 疑 問 が 提 出 され て い る(小 学 館 『日本 国語 大 辞 典 』項 目 「い 」

の補 注)の は,け だ し当 然 で あ る。 橋 本 進 吉 もす で に人 称 代 名 詞 イ が も とは指 示 代 名

詞(橋 本1969:144)か と述 べ た 。 一 方,G.　 J.　Ramstedt,　 N.　Poppeは 一1がAltaic

(Alt.,　Manchu　 III　SG　i:Mongolian　 III　SG,　gen.　in-u:Turkish　 III　SG,　nom.一')で あ

る とみ な した(Poppe　 l965:194)。 しか し,　Alt.の 限 定 され た機 能 だ け で 日本 語 のイ

の全 体 的 用 法 を 説 明 す る こ とは不 可 能 で あ る。 珍 説 と して イ が仏 典 の訓 読 文 に 現 わ れ

る こ とか ら,MillerはKor.か らの借 用 語 とみ た(ミ ラ ー1981:34-35)。 訓 点 の た め

に 借 用 され た 助 詞 が代 名詞 と して用 い られ る こ とが 言 語 史 的 に もあ りうるだ ろ うか 。

す で に そ れ 以 前 に,こ の よ うな考 え 方 に 対 す る反 論 が 述 べ られ て い る(新 村1940:

66)0

4　人称代名詞の体系

　 PCEMPで*1は*Slと 相 関 し,ま た*1か ら属 格*n-1お よび 於 格*d-iの 前 置 詞 が

派 生 す る。*1を 三 人 称 単 数 主 語 代 名 詞 と し,*siを 複 数 とす る言 語(Cape11のi/si形

式,1976)が 東 部 イ ン ドネ シ ア の セ ラム 島(CMP)か ら ニ ュー ギ ニ ア島 の ほ ぼ 全 域

(SHWNG+Oc)に 拡 が り,そ の周 辺 を 単 数*na,複 数*laと す る 言 語(Capellの

na/la形 式)が 取 り巻 く。 た だ し,∫ 獅 とna/laの 混 合 した 形 式(na/SI)を もつ

Tanimbar,　 Kei(東 部 イ ン ドネ シア),　Manam,　 Siassi(パ プ ア ニ ュー ギ ニア)の よ う

な言 語 も見 られ る。*siはPAN*siDaの 語 末音 節 消失 形(apocope),*laは*siDaの

語 頭 音 節 消 失 形(aphaeresis)で あ る。 歴 史 的 にはna/laが 古 く,そ の 後 発 生 した'/Sl

がna/laを 周 辺 に 押 しや った の で あ る。

　 表3でPANの 主 語 短 縮 形 代 名 詞 の 体 系(Dahl　 l　977),お よび 表4でPCEMPの

変 化 形(Capel11969;1976)を 示 す 。

　 な お,表4に*naを 追 加 し,一 人 称 複 数 排 除 形 の*maを パ プ ア ニ ュ ー ギ ニア の

Muyuw(yaks)mey,　 Motu　 mai(属 格),ヴ ァ ヌア ツの 諸 言 語 の 一mai,一〃lel,-rnaeな ど
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表3 表4

SG PL

1

皿

皿

*ku

*Su
,*ka

*ia
,*na

*ta(in.)
*mi(ex .)
*mu

*siDa

SG PL

1

∬

皿

*a,*ya
*(k)u

*i,*e,*na

*ta(in.)
*mey(ex .)
*(k)wa

*si
,*se

か ら表 の よ うに改 め る。

　 ナ セ ア ニ ア(メ ラ ネ シ ア)の 多 くの 言 語 は 動 詞 句 を 中 心 と した 「辞 順 」(af�

order)を もつ 。SVOやSOVと い うの は 見 掛 け の 語 順 で,前 方 照 応 した 主 語(目 的 語)

接 辞 が 動 詞 句 を 構 成 す る順 序 は厳 格 で あ る。 オ セ ア ニア に 偏 在 す るsV(o)と い う構

造 を もつ 点 で はCMPもSHWNGも オ セ ア ニア型 に属 す る。 東 部 イ ン ドネ シア ・セ

ラ ム 島のAluneで は,

Kwali-ku　 　　 i-keu　 　 meai　 Piru.

「兄(姉)一 私 　彼 一行 く　 ヘ 　　 ピル=私 の 兄が ピルへ 行 く」

Ina-ku　 i-sabe　 　　 tema　 　geneka.

「母一私 　 彼 女一買 う　 バ ナナ　 完 了;私 の 母 は バ ナ ナ を 買 う」

Kwete-la　 　 meru　 　si-ndene　 　 kuate.

「子供 一複 数　 これ ら　 彼 ら一黙 る　 ま った く=こ の 子 供 た ち は黙 った ま ま」

Tamata　 hena　 si-abeli　　　fane.

「人一 村 彼 ら一売 る 魚;村 人 た ち は 魚 を売 る」

の よ う にi一 とSI一 に よ っ て 前 方 照 応 した 主 語(+human)の 数 が 区 別 され る 。 こ の よ

うな'一,Sl一 に よ る 区 別 は,　 Aluneの 東 に 接 す るWemale,　 Fatamanueな ど で も 見 出 さ

れ る 。

　 パ フ。ア ニ ュ ー ギ ニ ア のManamで は,

ﾁine　 i-1疣ga.

「女 　 　彼 女 一聞 く=女 が 聞 く」

ﾁine　 　p駻a　　i-rer騁-a?-i.

「女 　 　家 　 　彼 女一好 む一他動 詞 一そ れ=彼 女 は 家 が 気 に 入 って い る」
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Dang　 di一駭o.

「水 　 　そ れ ら一あ る=水 が あ る」

　 とな り,最 後 の例 の よ うに,集 合 性 を 表 わ す 場 合 もdiで 受 け られ る。01Jpに も

「涙 シ流 る」(『万 葉 集 』3:453)の よ うな 似 た 用 法 が あ る。Manamで は,　i-/(*Sl-〉)

di一に よ っ て現 実 ム ー ド,(*na-〉)nga-/da一 に よ って 非 現 実 ム ー ドを区 別 す る新 た

な シス テ ムが 作 り出 され た 。

　 1)OIJpに もイ と類似 した機 能 を もつ シが 現 わ れ る。

　 　 　 a)人 称 代 名 詞(二 人 称 ・対 等,目 下)。

　 　 　 　 「三 枝 の 中 に を 寝 む と愛 し くシが 語 ら>xぽ 」(『万 葉 集 』5:904)。

　 　 　 b)指 示 代 名詞(そ れ,そ れ ら)。

　 　 　 　 「毎年 に鮎 シ走 らぽ辟 田川 鵜 八 頭 潜 け て 川 瀬尋 ね む 」(『万葉 集 』19:4158)。

　 　 　 c)主 語 の体 言,体 言 相 当格 に 付 く(副 助 詞)。

　 　 　 　 「赤 玉 は緒 さ へ光 れ ど白玉 の君 が 装 シ貴 くあ りけ り」(r古 事 記 』 上 ・歌 謡)。

　 　 　 d)連 用 修 飾 語 に付 く。

　 　 　 　 「大 魚 よ シ鮪 突 く海 人 よ シが あ れ ば 心 恋 しけ む」(『古 事 記 』 下 ・歌 謡)。

この後 の シはa)の 用 例 で あ る。

　 す で に ふれ た よ うに,橋 本 進 吉 が,サ 行子 音 が脱 落 す る い くつ か の 具 体 例 と と もに

シ とイ も指 示 代 名 詞 と して関 係 が あ る と述 べ た の は卓 見 で あ った 。 この シはPCEMP

*SIを 継 承 す る
。 複 数 機 能 は 非 限 定 を も表 わ す か ら11),二 人 称 と して 転 用 され た シは

娩 曲 的 に対 等 者 か 目下 に 向け られ る。 また そ の よ うな碗 曲性 に よ り,副 助 詞 シが 控 え

目な 主観 性 を 表 明 す る(大 野1962:502-503)と も説 明 され る。 オ セ ア ニ ア に お い て

も,*siが 人称 代 名 詞 体 系 か らは ず れ,ソ ロモ ン諸 島 のBgt.,　 Lauな どのSl,　Kwara'ae

のtiが 不 定(非 限定)代 名 詞(不 定 冠 詞)と な る の も,非 限定 的 機 能 に 起 因 す る た

め で あ る。 こ の シをProto-Tungusic(Tng.)の 二 人称 単 数 代 名 詞*Slに あ て る考 え が

あ るが(村 山1974:235),意 味 変 化 の一 般 に 反 す る。

　 2)01Jpに は 人 称 代 名 詞 と して ナ が 現 わ れ る。 そ の用 法 は,一 般 的 に 二 人 称 の ほ

か 一 人 称 に も用 い られ て い た。『日本 書 紀 』(神 代)に 現 わ れ る神 名 「大 己貫 」の ナ(己)

は 一 人 称 の 例 と され るほ か,

　 「愛 子 ナ(汝)セ(背)の 君 居 り居 りて 物 に イ 行 くとは 」(『万 葉 集 』16:3885)

の よ うな 一 人称 例 も見 出 され る。OlJpの 普 通 名 詞 「己 」(お の=自 身,自 分)は 「お
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の一れ 」 と して 一 人 称 も二 人 称 も指 す よ うに な った よ うに,ナ も意 味 変 化 の うえ か ら

は も とは三 人 称 とす る のが 妥 当 で あ ろ う。 ナ はPAN(PCEMP)の*naと 比較 し う

る。*naはSiassi,　 Onjob(パ プア ニ ュー ギ ニ ア),ヴ ァ ヌア ツの多 くの 言 語(Oc)で

一 人称 単 数(そ の場 合
,三 人 称 単 数 は')に 意 味変 化 す る。

　 3)01Jpで 旺 盛 に用 い られ,01Jp以 降 ワ と取 り代 わ った 一 人称 単 数 の アが あ っ た。

　 「ナ が母 に噴 られ ア(安)は 行 く」(r万 葉 集 』14:3519)。

この アはPCEMPの 一 人 称 単 数*aと 対 応 す る。

　 4)01Jpの 一 人 称 代 名 詞 ミ(乙 類)もPCEMPの 一 人称 複 数*meyと 対 応 す る と

考 え られ る。

　 「倭 文 手 纏 敷 に も在 らぬ ミ(身)に は 在 れ ど千年 に もが と思 ほゆ るか も」(『万 葉 集』

5:903)0

　 単 数 を 複 数 で 表 現 す るの は 「尊 厳 の複 数 」 化 現 象 がOlJpで も行 な われ たか ら で あ

る。 中 世 に お い て ミが,優 越 感 を もつ 男 子 の 自称 と して 用 い られ た の は,語 源 的 な こ

の複 数 の 機 能 に 由 来 す る もの で あ る。 この よ うな 「身 ～ 一 人 称 代 名詞 」の 意 味 交替 は,

琉 球 宮 古 ・多 良 間 島方 言 の一 人 称 複 数 包 括 形duu-taa(<「 胴 」+*ta　 PCEMP　 I　PL,

incl.,な お 排 除形 が あ りbee-taa)に 共 通 の発 想 に よ る造 語 法 が 見 出 され る。

　 5)PCEMP三 人称 の単 数*e,複 数*seの 対 は パ プア湾 岸 添 い のANか ら再構 成

され た 形 で あ る。 イ リア ンジ ャヤ のWandamenの よ うに三 人 称 複 数 がSl(-human)

/SS(+human)で 区 別 され る例 もあ るが,分 布 は 局 地 的 で あ る。　OIJpで セ(=夫,

兄)と ヤ 行 の エ(=兄,姉)は,エ が サ 行 子 音 を脱 落 した 同 じ語 源 とみ な され る こ と

もあ る(橋 本1969:144)。 前 者 は女 性 か ら男 性 に 対 す る,後 者 は 年 長 の 男 女 に 対 す

る指 称 ・呼 称 で 重 複 す る部 分 が あ る とは い え,PCEMPの*i-e(*'一 は 人 称 冠 詞?)

/*seに 棚 源 可 能 とす る な らぽ,い ず れ も三 人 称 代 名詞 の 娩 曲語 法 か ら発 達 した の で

あ る。

5　 お　わ　 り　 に

　表5に 改めて,PCEMPを 経て再構成 されたAnJpの 人称代名詞体系を示す。表

は崎山(1990)に 若干の変更が加えられている。

　 日本語形成の要素となったANは,語 彙面ではWMPを 多 く残す一方,文 法面で

はOcの 特徴が顕著である。これは,縄 文中期から古墳時代までの3千 年間,　ANが

波状的に渡来 した ことに起因する。その渡来の時期を民俗語彙によって,Sakiyama
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は 「ハ イ(南 風)期 」(縄 文 後期),「 ヨネ(米)

期 」(縄 文 晩 期 か ら弥 生 初 期),「 ハ ヤ ト(隼

人)期 」(古 墳 期)に 区 分 し た(Sakiyama

1996)。 考 古 学 的 に は,オ セ ア ニ ア に 紀 元 前

2千 年 紀 前 半(ほ ぼ 縄 文 中 期)か ら紀 元 前 数

世 紀 ま で,ラ ピタ土 器 文 化 が存 在 した 。 そ の

表5

SG PL

 I

II

 III

*a, (*na)
*na , (*i)
*i

,*i-e

*ma:

*si
, se

起源地は諸説あって明らかでないが,こ の土器文化の担い手がANで あったことは

疑 う余地はない。ただし,日 本列島でこの土器は発見されてはいないものの(オ セア

ニアではイ リアンジャヤを含むニューギニア島海岸部,東 部ポ リネシアなどでもこの

土器はみつかっていない),南 シナ海一帯を 「ラピタ人」の原郷 とみなし,縄 文人を

も含めてのラピタ人の起源を求める考え(片 山1991:259)は 本論 とも関係 し,考 古

学 との接点 として注 目される。

　 なお,日 本語 ・朝鮮語同系論は,江 戸時代中期の新井 白石までさかのぼる。白石

は借用関係を論 じているにすぎなかったが,そ れ以降の研究においては単に音形の類

似 したものを選び出 し,し かも偶然の相似に加え,「 同源語」 とみなされた語の多 く

も借用語にすぎない(清 瀬1995:41)と 指摘される。Kor.も 日本語と同様,長 い形

成の歴史をもつ言語であると考>xら れ る。Kor.も アジアの大陸部で行なわれた混合

語である可能性も否定できない。 したがって,系 統論的に縄文時代に両言語の祖語が

存在す るとい うような次元を越える現象が,両 言語に発生 していたとみるほ うが よ

い。

　 混 合 日本 語 の形 成 に 関与 した も う一 方 の言 語 はTng.で あ る。表6にANとTng.

の そ れ ぞ れ の起 源 と要 素 を 示 す 。SOVのTng.で は 文 法 的 な働 き をす る助 詞 ・助 動

詞 に 相 当 す る要 素 も豊 富 で あ り,AnJpは 動 詞 ・形 容 詞 の活 用 語 尾 の 多 くをTng.に

負 って い る。01Jpに は(現 代 日本 語 で も)連 体 修 飾 に二 つ の語 順 が存 在 す るが,折

口信 夫 は 「逆 語 序 」 と呼 び,言 語 混 合 の 可 能 性 を示 唆 した(折 口1955:302,408)。

助詞 の なか で も ワ(=ハ),ヲ,ヨ リ,ユ ヱ,ガ,ユ,ジ(最 後 の 二 例 はOIJpま で)

は 明 らか にTng.起 源 で あ るが,二 をTng.に 求 め る のは 困 難 で,音 韻 的 に も意 味 的

に もPAN*n-∫(属 格,与 格,処 格)に 辿 ら ざ る を得 な い。 な お,詳 し くは,崎 山

(1999)を 参 照 され た い 。 またPANの 人 称 代 名 詞 一 人 称 複 数 の 包 括 ・排 除 の 区 別 を

失 っ た の も,言 語 接触 に基 づ く。 こ こに も 日本 語 の形 成 にお け る,深 い 混 合 の跡 が認

め られ る。

　 民 族 学 的 に は ツ ン グ ース民 族 は,紀 元 前1千 年 紀 に東 ア ジ アに 広 が った,い わ ゆ る
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表6

起源 Ancient　 Japanese

要素 Tungusic Austronesian

活　用 助動詞 ?

語 彙 少ない 多 い

代名詞 ? 多 い

小　辞 接尾辞 ・助詞 接頭辞 ・連結辞

語　順 SOV (SOV)12)

修　飾 修飾語一被修飾 被修飾譜 修飾

語 語

　 　 　 国立民族学博物館研究報告　　25巻4号

ア ル タイ 化 の 担 い 手 で 日本 列 島 が 本

格 的 に ア ル タ イ 化 す るの は,弥 生 時

代 か ら と推 定 さ れ て い る(村 山 ・大

林1973:175)。 こ の 説 の ま まだ と,

縄 文 後 晩 期 とは 約3千 年 の 間 隙 が あ

り,言 語 混 合 の 開 始 の 時 期 な ど,今

後 解 明 す べ き問題 は まだ残 って い る。

　 冒 頭 で 述 べ たMichifの 特 徴 を,

Bakker　 (1994;1997)　 に よ　り表7に

ま と め て 示 し た13)。CreeとFrench

が 混 合 し,Creeか ら辞 順(Vso)と 後 置詞,　 Frenchか ら前 置 詞,諸 彙 はCreeか ら

動 詞,Frenchか ら名 詞,　Creeか ら人 称 代 名詞,連 体修 飾 は 両言 語 か ら提 供 され た 。

こ こで も単 純 な話 者 数 の論 理 は 支 配 して い な い。 結 論 と して,Michifに おけ るCree

とFrenchは,日 本 語 の 形 成 に お け るTng.とANの 役 割 に 酷 似 す る とい う こ とが で

き る。

　 日本 語 は これ まで 「孤 立 語 」 とい われ,あ る い はAlt.と 分類 され て きた 。 しか し,

Matthews　 and　Polinsky(1996:54),Polinsky　 and　Smith(1996:100),M�lh舫sler　 and

Trew(1996:373-374)で は,日 本 語 がAlt.(SIC)とANの 混 合語 で あ る と,明 確 に

述 べ て い る。 言 語 混 合 が 再 評 価 され て い る の は画 期 的 で あ る。 す な わ ち,後 者 で は,

最近 の言 語 接 触 研 究 の進 捗 に よ って ピ ジ ン ・ク リオ ー ル あ る いは 混 合 言 語 とい う現 象

を 説 明 し うる よ うな理 論 的 基 準 も整 って きて お り,日 本 語 の系 統 につ い て も この よ う

な 分 析 手段 に よ って再 検 討 す る こ とは 意 義 あ る こ とだ,と 結 ん でい る。 た だ し,い ず

表7

起源 Michif

要素 Cree French

動 詞 多い 少ない

名 詞 少ない 多い

代名詞 すべて

小　辞 後置詞 前置詞

語　順 Vso (svo>

修　飾 修飾語一被修飾 修飾語一被修飾

語(-OBV) 語

　　{OBV:obviative　 suffix)
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れも具体的な言語事例は示 していな

い。

　言語の比較は体系的に行なわなけ

ればならない。遺憾ながら,従 来の

日本語の系統研究の多くは この原則

が守 られているとは言いがたい面が

あった。本論は,ANと の比較にお

いて核 となる接頭辞,人 称代名詞,

語彙を体系として取 り扱い,そ の具

体的肉付けを試みたことになる。
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　　 　　 オー ス トロネ シア語族分布 図(番 号 は本論 で言及 した言語)

崎 山 「オセアニアの言語分布1」 『世界民族事典』2000,弘 文堂 を もとに作 図。
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注

1)　 この論 文 は,Colomboで わ ず か 一 週 間 行 な わ れ た 現 地 調 査 に 基 づ い て 書 か れ て い る た め,

　 隔 靴 掻痒 の感 が あ る の もや む を 得 ない 。 い ず れ 本 格 的 な 調査 が な され るべ き言 語 で あ る。

2)法 律学 ・歴 史学 ・言 語 学 者 のT.Mommsenに よる と,　J.　Caesar(B.　 C.11・44)の ころ ガ

　 リアの 人 口は 約1千 万 人 で あ った 。 さ らに 紀 元2世 紀 に は 人 口は そ の 倍 に な った 。 しか し,

　 結 果 と して 人 口的 に は は るか に 些 少 の ロ ーマ 人 に よ り,5世 紀 末 に は ガ リア 語(ケ ル ト語)

　 は 消 滅 した(村 山1967:69)。

3)　 この3群 に分 け る発 想 は,崎 山 ・小 山 ・土 取 ・藤 井(1997:68-69)で す で に 述 べ て い る。

4)周 知 の とお り,現 代 日本 語 の 関 東 方 言 の 一 音 節 語 は 関 西 方 言 で 二 音 節 語 で 対 応 す る 。一 音

　 節 形 が 新 しい 形 で あ る こ とは 言 うまで もな い が(音 声 学 的 に 単 音 か ら長 音 が 発 生 す る 仕組 み

　 を 説 明 す る の は きわ め て難 しい),こ の よ うなAN祖 語 形 は,『 名 義 抄 』 のOIJpに つ な が る

　 AnJpの 複 音節(長 音 節)の 語 源 を 考 え る うえ で 示 唆 的 で あ る。

5)AnJpで 基 本 とな る色 彩 語 彙 は,語 源 的 に 「光 」か ら 「シ ロ」,「闇」 か ら 「ク ロ」,「空(そ

　 ら)」 か ら 「ア ヲ」,「(日)昇 」 か ら 「ア カ」 が 比 喩 的 に 生 み 出 され た こ とに な る。現 代 語 の

　 「夜 が 白む 」 とい う表 現 の ル ー ツは,「 夜 に 光 りが さす 」 こ とで あ った 。 た だ し,色 彩 語 彙

　 「シ ロ」 「ク ロ」 「ア ヲ」 を派 生 す る語 尾(-o)あ る い は母 音 交 替(-a/-o)の 起 源 に つ い は不

　 明 で あ る。 また 「ア コ」 とい う形 は ない 。PMP*awangは,マ ライ ・ポ リネ シ ア人(台 湾 を

　 除 く)に よ って認 知 され る,天 と地 の間 の 空 間(airy　 interspace　between　 heaven　 and　earth)

　 の こ とで(漢 語 「空 」 の 字 源 は,穴 居 の 天 井 の 意 味),こ の 部 分 が 色 と して 「ア ワ(淡)/ア

　 ヲ(青)」 と認 識 され た の で あ る。 なお,Berlin　 and　Kay(1969)の 仮 説 では,す べ て の 言 語

　 に 第1ス テ ー ジ で 「シ ロ」 「ク ロ」 が あ り,第2ス テ ー ジ で 「ア カ」 が 加 わ る とい った 内 容

　 で あ るが,語 史 的(語 源 的)に み た 場 合,最 初 か らそ の よ うに 色 彩 語 彙 と して 確 立 して い た

　 か ど うか,疑 わ しい と思 わ れ る。 た とえ ぽ,英 語whiteは イ ン ド ・ヨmヅ パ 祖語 の*kweit-

　 「輝 き」,blackも*bhleg-「 微 光 」(英 語blank,フ ラ ンス 語blanc「 シ ロ」 もこ の語 根 か ら)

　 に 由来 す る。 結 果 と して,AnJpの 「シ ロ,ク ロ,ア ヲ,ア カ」 と同 じ体 系 は,チ ベ ッ ト語

　 色 彩 語 彙 の 第1ス テ ー ジ で も認 め られ る(長 野1982)。

6)海 南 島のPoi　 Tsaanに た い し誤 った ロー マ字 表 記 法(Utsat)が 定 着 しか け て い る の で 要

　 注 意 。

7)　 コ メ ン テ ー タ ー の 発 言 に,こ の よ うな 接 頭 辞 は 自然 発 話 に お け る無 意 味 な 語 中 音 添 加

　 (epenthesis)で あ る,と い うの が あ った。 冗 談 もほ どほ どに!

8)表2で,(=)は そ の 諸 語 の な か か ら例 示 した 言 語,(+)は そ の 言 語 に(=)が 存 在 す る

　 (存 在 した)こ とを表 わ す 。

9)　 「国 の マほ ら一ぞ 」(『万 葉 集 』5:800),「 大 和 は 国 の マ ほ ろ(二 次 形)一ば 」(『古 事 記 』 中 ・

　 景 行)な どに た い す る音 義 説(美 称 一秀 ・穂一場 所)は 誤 りであ る。 多 くの 民 族 は み つ か らの

　 世 界や 宇 宙 を 描 く と き,自 己完 結 した 「丸(円)」 で 表 現 す る(キ ャ ンベ ル1996)。AnJpに

　 同 じ発 想 が あ った と して も不 思 議 で は な い。
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10)　 この 一'は身 体 部 分,親 族名 称,物 の部 分 や 位置 を表 わ す 語 に付 き,こ の 一7を伴 う語 が 「独

　 立 名 詞 」(independent　 substantives)と 呼 ぼ れ る用 法(Ivens　 1937-39:738)と も関 連 す る。

　 す な わ ち,Lamalanga(ヴ ァ ヌア ツ)で は,人 ・もの か ら独 立 したmata「 目」 を言 う とき,

　 mata-iと い い,〃:ata-na「 彼 の(そ の)目 」 か ら区別 され る。

　 　 不 思 議 な こ とに,国 語 学 で 「天(ア マ)=雨(ア メ)」 語 源 説 は ま だ定 説 とな っ てい ない 。

　 しか し,こ の 間 に 関係 が あ る こ とを 説 く文 学 者 は 多 い 。 一 例 と して森(1991:58-59)。 中 西

　 進 に も同 じ趣 旨の 発 言 が あ った が,文 献 が 行 方 不 明 に。 ち なみ に,PAN*langiC「 天 」 は オ

　 セ ア ニア で 「雨 」 に意 味 変 化 す る こ とが 多 い(Blust　 1984)。

11)複 数 が不 定,広 大,総 体 を 意 味す る の は言 語一 般 に認 め られ,「 拡大 的 複 数 」(pluralis　 ex-

　 tensivus)と 呼 ぽ れ る。 た と>xぽ,英 語the　 high　seas「 外 洋 」,　Japanese　 waters「 日本 水 域 」,

　 フ ラ ンス語1es　ciels「風 土 」(le　ciel「天 」)な どの よ うに 。

12)　 ニ ュー ギ ニア に 至 ったANの うち,パ プ ア諸 語 との言 語 接 触 に よ り,　SVOがSOVに 変

　 化 した言 語 が あ り,ナ ー ス トロ ネ シ ア語2型 と呼 ばれ,十 数 言 語 が これ に 属 す る。

13)Michifの 語 順 は,　SVO,　 SOV,　 VSO,　 OVS,　 VOS,　 OSVの よ うに 比較 的 自 由 で,こ れ はCree

　 の語 順 に従 っ て い るた め で あ る,と 説 明 され る(Bakker　 1997:87-88)。 しか し,こ の語 順 は

　 見掛 け で あ っ て,文 法 的 主 語(s)と 目的 語(o)接 辞 の 位 置(辞 順affix　order)はVsoが 厳

　 格 に守 られ て い る。 した が って,見 掛 け のSVOは 統 辞 論 的 に はSVsoO(こ れ 以外 の語 順 で

　 も同様)と い うMichif本 来 の構 造 を継 承 して い る こ とに な る。
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